
中国と二つの交流

近年，文化財の分野においても，国際的なi司iJi)Jが11Eんとなってきている。1991年度， 条良国

立文化財研究所は中固と本格的な研究交流をIlfJtLfiした。これまでにも中国の関係WJIIIJとの単発

的なうどiたを行ってきたが，将来を見通した日|刊'j的なものはなかった。

1 .友好共同研究議定書

1991年6)'J 19日，北京において奈良国立文化財研究所と中国社会科学院考古研究所とのIIIJで

「友好共liiJ1i)f究議定告'J を訓印した。これは 9条の本文と 2件の付.t!lJからなるもので，本文で

は同研究所の学術交流をはかるため，計間的な :!~ I日l研究を尖施し， 研究者の交流ならびに学術

的判i-資本|の交換をのべる。また，協定の右幼JUJ川を 5カ年とし必裂にLιじて延長できるとする。
付UlJには当j(ijの研究課題を「日本古代官11械と中国有11城との考古学的比較研究」とすることを明

記している。

j~ I ， iJ研究は文部省科学研究有IìllJJ金(国際共同研究，代表鈴木必吉)によって開始し. 6月に

は鈴木が背 .IIJf回4t・木全i政政 ・絞村宏が中国に，吐き，議定t!?の調印を行うとともに河北約の

業liJ)，えをはじめとする代表的な歴代の者11域を踏査した。 9JI 2 EIから 2カ月 初1.考古研究所の劉

娠* ・'iI¥'Wが来日し平城宮 ・藤原7:{など日本の者11減遺跡を剥査し 日本考古学の現状などにつ

いての研究を行った。10月4EI からの 2 カ J~ 川にはI知事労樹 ・ 玉田芳英を考古研究所に派iiJI し ，

者11域追跡:の尖|僚をiV，¥1査するとともに各地の|刻辿遺跡を踏査した。1992年3月の 2;色11111.考古研

究所から刷所長のi余光撲をはじめ劉tfJll(.王山 ・段目的J(，iが来日し. 18日には奈良国立文化財'研

究所において.r EI ~I寸11城研究の現状」と姐する公IJfJの研究会を IJfHlli した。

2.芸術文化振興基金助成金による中国の調査

古者11訓査保存協力会 (会長背山茂)の袈請にもとづいて.中国における「伝統的文化H技術

の捌査研究」を尖施した。これは日本ではすでに滅びさった文化財に関する保存技術を中国な

いしは':VJ鮮半山で>.!.いだし実態を訓盗し日本における文化財ーの保存技術を向上さそうとす

るのが主目的である。今年伎は伝世建築部門と埋蔵造Wi;';li門とにわかれ，つぎのような剖査を

':Il図で行った。

] 99]年10月，伝世建築部門 :i賞品正士 (国立j疋!とlえ肱博物館) ・浅川滋男。有Htt.広東 .'l'l 

州約で古建築の予備訓査。埋蔵古I¥I"J:.!.jニ川刊さド・IIIfl11Ì~i ・川越俊一 . 111崎信二(以上iIllU，::. tI必

然).71¥田正lI{j(1呆存il'o'ij'D. 1 1 11幹雄 (写真~illi 1;{3) ，先(，I~発凡された|州国省成|場市郊外で発凡さ れ

たi'liii'J怖の木造杭i肉I(]号析は前i英代.2サ橋はJJf代)に|刻する制査。

] 992:f1~ 2月.)盟蹴i'i1¥I"J: TNI:i，'Ui (大阪府文化財・センター) ・森{郁夫 (ホー者11国立時物館)

IIIfIJl î;'t ・ 3射す:一郎 ・ 中村肌一， 江過半約件j古líにおける Tti ':VJ JI:~代の石造j立椛を中心に訓査。

3月.f云世建築部I"J: WJ京忠司 (文化財建造物保存技術協会) ・杉野丞(愛知l工業大学)

制>.!.'，ヰ三 ・品目敏男. fi，iill省において古ミ'j:刷や民家などを ;~~J査。 (1町田 平)
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